読んでいただきたい本の紹介をかねた　大熊由紀子のプロフィールもどき
（ご希望の方は、送料無料、著者割引、２色サインつきで(^_-)-☆）

◇ナースに憧れたけれど、あまりのうっかりものなのであきらめて、東京大学教養学科で科学史と科学哲学を専攻したのち朝日新聞社に入社。科学部次長を経て、1984年、論説委員に。
◆2001年までの17年間、主に医療、福祉分野の社説を担当。｢寝たきり老人は、寝かせきりにされたお年寄り｣「抑制とは、縛ること」とキャンペーンして、政府の「寝たきり老人ゼロ作戦」｢ホームヘルパー10万人計画｣｢身体拘束ゼロ作戦｣のきっかけをつくりました。『「寝たきり老人」のいる国いない国－真の豊かさへの挑戦』（ぶどう社）の第１章は、介護保険のメニューになり、30刷11万部を超えるロングセラーに。“日本の福祉を変えた本”と呼んでいただいています ＼(^▽^*)／ 
『日本を変えようとした７０の社説＋α』（ぶどう社）も、ロングセラーに。
◆2001-2004大阪大学大学院人間科学研究科教授(ボランティア人間科学講座ソーシャルサービス論)。「ボランティアは、ほっとかれへん、がまんでけへん人」という浪花語訳に触発されて連載を書き、これを、『恋するようにボランティアを－優しき挑戦者たち』（ぶどう社）にまとめました。

◆2004-　国際医療福祉大学大学院教授（医療福祉ジャーナリズム）
デンマークの「でんぐりがえしプロジェクト」にヒントをえて、病気や障害をもつ当事者に教壇にのぼっていただきました。聞き手はナースや医師、福祉の専門家でした。それをまとめたのが『患者の声を医療に生かす』（医学書院）です。

　
◇福祉と医療の現代史を知るために不可欠なのが、『物語・介護保険～いのちの尊厳のための７０のドラマ～』上下２巻。アマゾンの投稿評に、見知らぬ方が、以下のように書いてくだいましてした。

介護保険がどのように成立したのかを、１章１話のかたちで、物語として著述されています。 当時、厚生省の行政官たちが、どのようなビジョンをもち、どれだけの情熱をもって、この困難な課題にあたったかをヴィヴィッドに描いてくれて、これは著者ならではの記録でしょう。

まだまだ欠陥の多い制度でしょうが、この制度が実際、今の社会に根付いている状況を見て、その創設に苦労したひとたちの物語を思い返すのは、この制度を今後、さらによいものにしてゆくために大事な作業でしょう。 　　　　　　　　　　　　　　　By フエゴ島民 "イースター島民"  (宮城県) 

· 福祉と医療・現場と政策をつなぐ「えにし」ネット・志の縁結び係＆小間使いを名乗り
志高き６000人余の方々に「えにしメール」を発信しています。国境も超えて、米、英、仏、独、伊、北欧４国、オランダ、韓国、マレーシア、ウガンダ，ラオスetcの日本語が読める方が読んでくださっています。

◆えにしのHP　http://www.yuki-enishi.com/ 　「ゆきえにし」で検索してくださると最初の方に出てきます(^_-)-☆　目次の右側中ほどの「公開講義の部屋」に毎回のゲストの背景や配布資料がリンクされています。この春までのレポートも。
